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　私たちミナケアは「ずっと元気
で、の思いをカタチに」をビジョ
ンに掲げ、自治体・保険者のデー
タヘルス支援や、企業の健康経営
支援をしている企業です。
　福島イノベーション・コースト

構想では、廃炉、ロボット、エネルギー等さまざ
まな分野で浜通り地域の産業を回復させようとし
ています。それらの産業を推進するのは、健康で
働く人にほかなりません。
　病気になってからの医療ではなく、健康に投資
をして病気にさせない「投資型医療ʀ」を実現す
るために、福島県にお住いの方々、医療機関、保
険者、自治体、企業と連携し、効率的な健康づく
りを進めてまいります。

株式会社ミナケア
代表取締役

医師　山本雄士

　保険者保有データの解析および解析結
果の Web 表示を行い、健康リスク者を
抽出して、実際の保健事業を進めるツー
ルの開発を完了しました。
　2019 年 1 月にいわき市と「いわき市
民の健康づくり等に関する連携協力協定
書」を締結し、地区別の健康リスクの可
視化と保健事業の実施を進めています。

■ 現在保有する医療リソースを有効活用
することで医療費の利用効率があが
り、健康寿命が延伸。その結果、消費
行動の促進などによって地域産業の活
性化がかないます。

■ 健康リスクを十分に手当てできていない
人の掘り起こしと、保健指導等による健
康リスクの管理・改善が可能になるため、
そうした保健事業の担い手が必要とな
り、浜通り地域での雇用を創出します。

■ データに基づく予防医療という先進的
な医療モデルを構築することで、新た
な医療モデルに関心をもつ医療専門職
の、福島県への誘致にもつながります。

　まずはいわき市を実証事業の拠点とし、いわ
き市の国民健康保険加入者を対象とした健康づ
くりに取り組みます。合わせて、協会けんぽや
後期高齢者広域連合の協力も得ていきたいと考
えています。
　実証事業が進んだ段階で、県内の他の自治体
に向けて、本事業の横展開を目指した活動をし
ていきます。

　保険者保有のデータについて個人別突合処理を実施。データ解析や解
析結果の Web での表示、保健事業の対象者抽出といった解析・表示ツー
ルと、オペレーターが実際に保健事業を実施するシステムを開発します。
　各病院での検査結果や処方内容を関係機関で共有することで、患者が
よりよい医療を受けることを目指す医療連携ネットワークは既にあります
が、本事業は「病気になって病院へ行く前」の段階の潜在患者、つまり
健康リスクがあるがその認識を持たなかったり、受けるべき診察を受けて
いない人へのアプローチをデータに基づいて行い、病気にさせない医療
を実現するという点で立ち位置が違っています。

　福島県には「人の健康」にまつわる３つの課
題があります。
①人口の減少
②生活習慣病での死亡者多数
③深刻な医師不足
　産業を推進するのは、健康で働く人です。病
気になってから始めるトラブルシューティング
型の医療ではなく、「病気にさせない」医療の
仕組みの構築と「多職種連携による効率的な健
康づくり」が必要です。

医師不足地域に対応した、医療データの活用による
予防型医療プラットフォームの開発および実証事業

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　医療データの活用と保険者・医師会・その他の担い手の連係によって、健康合理性・経済合理性の高いヘルス
ケアサービスを提供します。予防可能な病気を防ぎ、住民が長く健康で暮らせる福島県を実現するための仕組み
と仕掛けを構築中です。

株式会社ミナケア
医療機器等分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

2018年度開始

13 ミツフジ株式会社
　本事業では、「着るだけで」生体情報がとれるシャツを住民に着用してもらい、データの収集および分析を行い
ます。医療機関等とともに分析した結果は、オンラインまたはレポートにて住民一人ひとりにフィードバックし、
年齢層を問わず、自身の健康管理への意識付けを行います。住民から毎日確実にデータを取得・蓄積するための
仕組み・システム、運用体制を構築し、住民のデジタライゼーションを目指します。

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：川俣町

毎日着用可能なウェア型 IoT機器およびオンライン診療
システムによる健康モニタリングサービスの開発

　一企業だけで実現できる効果は
限られていますが、今回川俣町と
いう自治体と共同で進めていくこ
とで、自治体、企業そして住民が
一体となった「健康でいきいきと
した町づくり」を推進しています。

この共同事業では、多くの住民の方々から確実に
取得されるデータそのものに大きな価値があり、
これらのデータを活用したい研究機関や大学、企
業などが多く集まることで、新たな経済価値を生
み、結果として住民への還元をもたらす循環モデ
ルとなります。浜通り地域の住民は、みんな健康
でいきいきしているという復興のシンボルモデル
を構築すべく今後も努力していきます。

ミツフジ株式会社
執行役員 

医療プロジェクト室 室長 
小副川博通

　医療機器としてのシャツ型心電用電極
の開発、シャツ型電極を利用しての川俣
町住民約 60 名との実運用体系の検証、
また一人ひとりへのデータ分析結果の
フィードバックなどからレポート内容や
ヒアリング項目の検証を行いました。こ
れらにより、ほとんどの住民が毎日シャ
ツを着ることでデータ取得と自身の健康
管理を継続し、データや活動記録も着実
に取得できました。レポート内容の充実
やシャツの更なる改良は、ヒアリング結
果などから次回の開発・実証に繋げる新
たなインプットであり、今後の開発テー
マとします。

　利用者と開発者の両面で浜通り地域へ
の経済効果を見込んでいます。利用者と
いう視点では、川俣町で始まった住民全
体の健康管理モデルを近隣地域へ展開す
ることによる自治体としての健康経済効
果が見込まれます。また、開発するシス
テムや２４時間モニタリング、医療機関
によるオンライン診療などの仕組みは、
新たな投資と多くの研究者が必要となり
ます。浜通り地域の復興のシンボルとし
て、住民の健康指数の向上に注力するこ
とで多くの方が集まってくる、そんな町
づくりが、地域の復興・発展につながる
ものと信じています。

　製品・サービスの品質をさらに高め、毎日のデー
タ取得・モニタリング環境を平成 32 年度中に構
築します。最低でも住民の 1 割の方がシャツを
着用し、日々の健康管理を自発的に進めていくモ
デルは、福島県内はもとより、他の自治体や海
外にまで展開していけるものです。実用化に向け
て、県内の研究機関との連携や工場の増員など
新たな雇用を生み出すものと確信しています。

　住民へ配付する「医療用シャツ型心電用電極」は、すでに医療機器
として登録されていますが、様々な体型や年齢の住民が着用しても、
データが安定して取得できるための改良が必要です。データ状態や着
心地感などを調査し、シャツそのものの品質改良を川俣町の工場にて
進めます。また、データの 24 時間モニタリングは、データを自動で
監視する AI プログラムの開発が必須です。取得したデータに何らかの
変化を見つけた場合、連携した医療機関等に速やかに通知する仕組み
と体制を構築します。データはクラウドに蓄積され、データ解析に広
く利用され、様々な分析に結び付けられる研究開発環境を構築します。

　シャツによる生体情報取得においては、ひと
の肌と電極が一定圧で密着しノイズの発生を最
小化する、という課題があります。シール型で
は肌荒れやかゆみを伴うため、長時間着用し洗
濯にも耐えうるシャツ型電極こそが、安定した
データ取得に適していると考えます。川俣町の
工場では、サイズ感や電極位置などをきめ細や
かにカスタマイズし、課題の解決に努めます。

福島工場で生産する医療用電極付シャツ

₁₀₅

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

農
林
水
産
業
分
野

環
境
回
復
・
放
射
線
分
野

医
療
機
器
等
分
野

ロ
ボ
ッ
ト
分
野

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
分
野

2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




